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【『
民
主
主
義
と
教
育
』】 　
第
12
回

　
デ
ュ
ー
イ
の
主
著
『
民
主
主
義
と
教
育
』
の
出
版
か
ら
今

年
で
ち
ょ
う
ど
百
年
で
す
。
デ
ュ
ー
イ
は
、こ
う
書
き
ま
し
た
。

　
「
民
主
主
義
は
単
な
る
政
治
形
態
で
な
く
、
そ
れ
以
上
の
も

の
で
あ
る
。
…
…
共
同
生
活
の
一
様
式
、
連
帯
的
な
共
同
経

験
の
一
様
式
な
の
で
あ
る
。
人
々
が
あ
る
一
つ
の

関
心
を
共
有
す
れ
ば
、
各
人
は
自
分
自
身
の
行
動

を
他
の
人
々
の
行
動
に
関
係
づ
け
て
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
自
分
自
身
の
行
動
に
目
標

や
方
向
を
与
え
る
た
め
に
他
人
の
行
動
を
熟
考
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
つ
ま
り
デ
ュ
ー
イ
の
民
主

主
義
は
、「
生
き
物
と
し
て
の
人
類
（
人
間
）
の
あ

り
方
」（
栗
田
修
）
な
の
で
す
。

　
そ
し
て
そ
う
い
う
人
々
が
増
え
て
い
く
こ
と
は
、

「
自
分
た
ち
の
活
動
の
完
全
な
意
味
を
認
識
す
る
の
を
妨
げ

て
い
た
階
級
的
、
民
族
的
・
国
土
的
障
壁
を
打
ち
壊
す
こ
と

と
同
じ
」
と
考
え
ま
し
た
。

　
デ
ュ
ー
イ
と
照
ら
せ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
〈
か
べ
〉
を
こ

え
て
、〈
つ
な
が
る
〉
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
生
活
教
育
は
、

そ
の
全
体
が
民
主
主
義
な
の
だ
と
言
え
る
し
、
民
主
主
義
と

は
、
生
活
教
育
の
一
つ
ひ
と
つ
の
実
践
だ
と
言
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
大
幅
な
人
口
減
少
と
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
「
今
は
存
在
し
て
い
な
い
職
業
」
に
就

い
て
い
く
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。『
民
主
主
義
と
教
育
』
か
ら
百
年
後
に

生
き
て
い
る
私
た
ち
は
、〈
人
間
の
あ
り
方
〉
と
し

て
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
ど
う
い
う
具
体
的
解
決
策

を
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
具
体
化
さ
れ
て
き
て
い
る
教
育
再
生

実
行
会
議
提
言
を
に
ら
み
な
が
ら
、
真
剣
に
考
え

る
時
が
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

参
考
文
献 

① 
デ
ュ
ー
イ
（
松
野
安
男
訳
）『
民
主
主
義
と
教
育
（
上
）』
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
五
年
（
原
著
一
九
一
六
年
）、
一
四
二
ペ
ー
ジ
。

② 

「
教
育
再
生
実
行
会
議
提
言
」h

ttp
s
://w

w
w
.ka
n
te
i.g
o
.jp
/jp
/s
in
g
i/

kyouikusaisei/teig
en.htm

l　

特
に
第
四
次
提
言
（「
人
口
減
少
」）、
第
六
次

提
言
（「
職
業
」）。 

生活教育

eYe


